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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　運動感受性パワースイッチング集積回路において、
　電源へ接続するための入力、
　選択的にパワーが供給されるべき回路へ接続するための出力、
　前記入力と前記出力との間に接続されているパワースイッチ、
　加えられた運動に基づいて通常開いた位置から閉じた位置へ移動し且つ前記通常開いた
位置へ復帰することが可能な少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性スイッチ、
　前記少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性スイッチが前記通常開いた位置から前記通常閉じた
位置へ移動するまでパワーが供給されないままであり、且つ前記少なくとも１個のＭＥＭ
Ｓ慣性スイッチが前記通常開いた位置から前記閉じた位置へ移動することに基づいて前記
入力から前記出力へパワーを供給するために前記パワースイッチを動作させる検知器、
を有していることを特徴とする運動感受性パワースイッチング集積回路。
【請求項２】
　請求項１において、前記検知器が、更に、前記少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイ
ッチが前記通常開いた位置から前記閉じた位置へ移動することに基づいて、パワーオンリ
セット（ＰＯＲ）信号を発生することを特徴とする運動感受性パワースイッチング集積回
路。
【請求項３】
　請求項２において、前記入力へ接続している外部入力ピンと、前記出力へ接続している
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外部出力ピンと、前記検知器へ接続しているＰＯＲ外部ピンとを有していることを特徴と
する運動感受性パワースイッチング集積回路。
【請求項４】
　請求項１において、前記少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチが並列接続されて
いる複数個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチを有していることを特徴とする運動感受性パワー
スイッチング集積回路。
【請求項５】
　請求項１において、前記少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチが、各々が夫々異
なる移動軸に沿っての移動に応答する複数個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチを有しているこ
とを特徴とする運動感受性パワースイッチング集積回路。
【請求項６】
　請求項１において、前記パワースイッチが、前記入力と前記出力との間に直列接続され
ている夫々の導通端子を具備している少なくとも１個のトランジスタを有していることを
特徴とする運動感受性パワースイッチング集積回路。
【請求項７】
　請求項６において、前記少なくとも１個のトランジスタが、更に、前記少なくと１個の
ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ及び前記検知器へ接続している制御端子を具備していることを
特徴とする運動感受性パワースイッチング集積回路。
【請求項８】
　請求項１において、更に、前記少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチ及び前記検
知器へ接続している外部接地ピンを有していることを特徴とする運動感受性パワースイッ
チング集積回路。
【請求項９】
　電子装置において、
　入力と出力との間に接続されているパワースイッチ、
　加えられた運動に基づいて第一位置から第二位置へ移動した場合に閉じた状態を確立し
且つ前記第一位置へ復帰することが可能な少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチ、
　前記少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチが前記第一位置から前記第二位置へ移
動するまではパワーが供給されないままであり、且つ前記少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性
検知スイッチが前記第一位置から前記第二位置へ移動することに基づいて前記入力から前
記出力へパワーを供給するために前記パワースイッチを動作させる検知器、
を有していることを特徴とする電子装置。
【請求項１０】
　請求項９において、前記少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチが前記第一位置か
ら前記第二位置へ移動することに基づいて前記検知器が前記パワースイッチをオン状態に
ラッチさせることを特徴とする電子装置。
【請求項１１】
　請求項９において、前記少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチが前記第一位置か
ら前記第二位置へ移動することに基づいて前記検知器がパワーオンリセット（ＰＯＲ）信
号を発生することを特徴とする電子装置。
【請求項１２】
　請求項９において、前記少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチが並列接続されて
いる複数個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチを有していることを特徴とする電子装置。
【請求項１３】
　請求項９において、更に、基板を有しており、その上に前記パワースイッチ、前記少な
くとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチ及び前記検知器が形成されていることを特徴とす
る電子装置。
【請求項１４】
　請求項１３において、更に、前記基板上に設けられており且つ前記パワースイッチの前
記出力へ接続されている回路を有していることを特徴とする電子装置。



(3) JP 5201779 B2 2013.6.5

10

20

30

40

50

【請求項１５】
　請求項１３において、更に、少なくとも１個のその他の基板及びその上に設けられてお
り且つ前記パワースイッチの前記出力へ接続されている回路を有していることを特徴とす
る電子装置。
【請求項１６】
　運動に基づいてパワースイッチの出力へ接続されている回路へ選択的にパワーを供給す
る方法において、
　少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチが、加えられた運動に基づいて第一位置か
ら第二位置へ移動して閉じた状態を確立したことを検知器が検知した場合に、前記スイッ
チが前記第一位置へ復帰した後においても前記検知器が前記出力へパワーを供給するため
に前記パワースイッチを動作させ、且つ前記少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチ
が前記第一位置から前記第二位置へ移動して閉じた状態を確立するまでは前記検知器にパ
ワーが供給されないままである、
ことを特徴とする方法。
【請求項１７】
　請求項１６において、前記第一位置が通常開いた位置であり且つ前記第二位置が閉じた
位置であることを特徴とする方法。
【請求項１８】
　請求項１６において、更に、前記少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチが前記第
一位置から前記第二位置へ移動することに基づいて前記検知器が前記パワースイッチをオ
ン状態にラッチさせることを包含していることを特徴とする方法。
【請求項１９】
　請求項１６において、更に、前記少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチが前記第
一位置から前記第二位置へ移動することに基づいて前記検知器がパワーオンリセット（Ｐ
ＯＲ）信号を発生させることを包含していることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はマイクロエレクトロニクス回路の分野に関するものであって、更に詳細には、
マイクロ電気機械的スイッチを包含するパワー制御回路に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　エレクトロニクスのユーザはスマートカード及びその他の電子装置のホストのみならず
例えばハンドヘルド型モーバイル電話及びパソコン等のより小型でより携帯可能な装置を
継続的に要求している。携帯可能性に関しては、これらの電子装置はそれら自身の電源を
担持するか、又は例えば、このような装置を壁のコンセントへ接続させることを可能とす
るアダプタと共に使用する場合がある。後者のアプローチは、通常、このような装置を使
用することをより厄介なものとさせ、一方前者のアプローチは、例えば、内部電源として
比較的大型の携帯可能なバッテリを使用せねばならない場合に装置をどれ程小型化するこ
とが可能であるかを制約させる場合がある。
【０００３】
　このような携帯可能な電子装置の内部電源の寸法を制限することは、典型的に、該装置
の電力消費を減少することを必要とし、特に、例えば、該装置がアイドルである期間中に
そのようにすることが必要とされる。然しながら、装置のユーザは、典型的に、その装置
が長い時間期間にわたってアイドル状態にあった後であっても迅速的にパワーアップされ
且つすぐさま使用可能となることが可能であることを所望することが典型的である。従っ
て、携帯可能な電源と該装置の動作回路との間にパワー制御回路が介在される場合がある
。該パワー制御回路は、該装置がアイドルである場合に動作回路へのパワーの供給を減少
させることによりパワーの供給を制御することが可能であり、従って全体的な電力消費が
それにより減少される。
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【０００４】
　１つのアプローチは、該装置を使用するユーザの意図に通常対応する外部的励起を検知
するウェイクアップセンサーをパワー制御回路の一部として包含させることであり、その
パワー制御回路は、該センサーに応答して該装置をパワーアップし、従ってその動作回路
はアクティブモードとなる。例えばＴａｎｅｎｈａｕｓ　ｅｔ　ａｌ．に対する米国特許
第６，４６９，６３９号は、そのウェイクアップセンサーがマイクロ電子機械的（ＭＥＭ
）加速度計とすることが可能であることを開示しており、該加速度計はユーザによってピ
ックアップされるか又は移動される場合に該装置の加速度を検知する。より詳細に説明す
ると、該加速度計は低パワーの集積回路即ち「ＭＥＭＳチップ」であり、それはバッファ
回路へ検知信号を供給し、該バッファ回路はバッファした検知信号が所定のスレッシュホ
ールド値に到達するか又は超えるか否か及び何時それが発生するかを検知するためのスレ
ッシュホールド検知回路へ接続されている。
【０００５】
　ＭＥＭＳ加速度計はその他の装置に対しても使用することが可能である。例えば、ニュ
ージャージー・インスティチュート・オブ・テクノロジー（Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ　Ｉｎ
ｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｔｅｃｈｎｏｒｏｇｙ）によって開発された所謂「スマートガン
（ｓｍａｒｔ　ｇｕｎ）」は、何時その拳銃がピックアップされたかを決定し従ってその
拳銃が静止されている場合にスリープモードとなるその他の回路をウェイクアップさせる
ＭＥＭＳ加速度計を包含している。該その他の回路は、パワーアップされた場合に、その
拳銃を保持する手の寸法が格納されている生物学的データと一致するか否かを決定する圧
力センサーを包含している。
【０００６】
　ＭＥＭＳ加速度計のような従来のウェイクアップセンサーは、しばしば、電圧及び／又
は電流レベルにおける変化を検知することにより動作する。
【０００７】
　従って、このような従来のウェイクアップセンサーは、通常、それと共に使用される装
置がアイドルモードにある場合であってもパワーが供給されていることを必要とする。然
しながら、このことはパワーを消費し且つバッテリ駆動型エレクトロニクスに対するバッ
テリ寿命を減少させる。
【０００８】
【特許文献１】米国特許第６，４６９，６３９号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、以上の点に鑑みなされたものであって、上述した如き従来技術の欠点を解消
し、電子装置のパワー即ち電力消費をより効果的に且つ効率的に減少させることを可能と
する技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明によれば、運動感受性パワースイッチング集積回路が提供され、それは、入力と
出力との間に接続されているパワースイッチと、第一位置から第二位置へ移動可能な少な
くとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチと、該少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッ
チが該第一位置から該第二位置へ移動することに基づいて該入力から該出力へパワーを供
給するために該パワースイッチを動作する検知器とを包含している。
【００１１】
　例えば、該少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチは、通常開いた位置から閉じた
位置へ移動することが可能である。従って、該検知器は、該少なくとも１個のＭＥＭＳ慣
性検知スイッチが該閉じた位置へ移動するまでパワーが供給されないままとすることが可
能である。パワー即ち電力は該少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチか又は該装置
がオフであり且つ移動されない場合に該検知器のいずれかによって消費されることはない
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。更に、該装置は尚且つ該装置の移動に基づいて迅速にパワーを供給させることが可能で
ある。該検知器は、該少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチが該閉じた位置へ移動
することに基づいてパワースイッチをオン状態にラッチさせることにより動作することが
可能である。該検知器は、更に、該少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチが該閉じ
た位置へ移動することに基づいてパワーオンリセット（ＰＯＲ）信号を発生することが可
能である。
【００１２】
　該少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチは、互いに並列に接続されている複数個
のＭＥＭＳ慣性検知スイッチを包含することが可能である。該ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ
の各々は、該装置の夫々異なる移動軸に沿っての移動に応答することが可能である。
【００１３】
　該パワースイッチは、該入力と出力との間に直列接続されている夫々の導通端子を具備
している少なくとも１個のトランジスタを包含することが可能である。該トランジスタは
、更に、該少なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチ及び該検知器の両方へ接続する制
御端子を具備することが可能である。更に、該パワースイッチは少なくとも１個のＭＯＳ
トランジスタを有することが可能である。
【００１４】
　該入力は第一外部ピンを有することが可能であり、且つ該出力は第二外部ピンを有する
ことが可能である。更に、該運動感受性パワースイッチング集積回路は、更に、該少なく
とも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチ及び該検知器へ接続している外部接地ピンを有する
ことが可能である。即ち、幾つかの実施例においては比較的少ない数のピンが使用されて
いる。
【００１５】
　本発明の付加的な側面は、運動に基づいてパワースイッチの出力へ接続されている回路
へ選択的にパワーを供給する方法に関するものである。本方法は、その運動に基づいて少
なくとも１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチが第一位置から第二位置（例えば、通常開いた
位置から閉じた位置）へ移動することを検知することに基づいて出力へパワーを供給する
ためにパワースイッチを動作させることを包含することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下において、本発明の好適実施例が示されている添付の図面を参照して本発明をより
詳細に説明する。然しながら、本発明は多くの異なる形態で実現することが可能なもので
あり、従って以下に説明する実施例に制限するものとして解釈されるべきではない。そう
ではなく、これらの実施例は、本発明の開示が完全なものであり且つ当業者に対して本発
明の範囲を完全に伝達する意図を持って提供されるものである。尚、本明細書全体にわた
り同一の参照番号は同一の構成要素を意味しており、ダッシュは変形実施例における同様
の構成要素を表わすために使用している。
【００１７】
　最初に図１を参照すると、本発明に基づく電子装置２０が示されている。電子装置２０
は、例示的に、運動感受性パワースイッチング集積回路２２を有しており、それは、例示
的に電源２６へ接続するための入力２４、該電源により選択的にパワーが供給されるべき
負荷回路３０へ接続するための出力２８を包含している。入力２４は、例示的に、第一外
部ピンを有しており、且つ出力２８は、例示的に、第二外部ピンを有している。
【００１８】
　電子装置２０の運動感受性パワースイッチング集積回路２２は、更に、例示的に、複数
個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃを包含しており、その各々は第一
位置から第二位置へ移動可能である。該ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２
Ｃのうちの少なくとも１つが第一位置から第二位置へ移動することに基づいて、検知器３
４が動作して例示的にＭＯＳトランジスタ３６によって設けられているパワースイッチを
動作させて出力２８へパワーを供給する。
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【００１９】
　例示的に、検知器３４は、ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ、３２Ｂ，３２Ｃのうちの
少なくとも１つがその第一位置から第二位置へ移動するまで、パワーが供給されないまま
である。例示として、各ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃは固定コンタ
クト領域に隣接したフローティングコンタクトを有することが可能である。電子装置２０
の移動は該フローティングコンタントを該固定コンタクト領域と接触させ、それによりし
ばらくの間運動感受性パワースイッチング集積回路２２を閉じる。従って、例示的に、Ｍ
ＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃの第一位置は通常開いた位置とすること
が可能であり、且つ該第二位置は閉じた位置とすることが可能である。当業者によって容
易に理解されるように、ＭＥＭＳ慣性スイッチの種々のその他のタイプを使用することも
可能である。このようなＭＥＭＳ慣性検知スイッチの付加的な例は、例えば、Ｃｈａｎ　
ｅｔ　ａｌ．への米国特許第６，０２８，３４３号、Ｒｏｂｉｎｓｏｎへの米国特許第６
，３１４，８８７号において見出すことが可能であり、これらの特許を引用によりその全
体を本明細書に導入する。
【００２０】
　検知器３４は、例示的に、パワースイッチ３６を動作させて該パワースイッチをラッチ
させ、従ってＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃのうちの１つのみが瞬間
的に閉じ次いでその通常開いた位置へ復帰する場合であっても、パワーは継続して入力２
４から出力２８へ供給される。例示的に、検知器３４は、又、ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ
３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃのうちの少なくとも１つがその運動に応答して閉じることに基づ
いてパワーオンリセット（ＰＯＲ）信号を発生する。運動感受性パワースイッチング集積
回路２２は、例示的に、検知器３４へ接続しているＰＯＲ外部ピン３５を有している。電
子装置２０は、ユーザによりシャットダウンされるまで継続してパワーを供給させること
が可能である。
【００２１】
　上述した如く、ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃの動作の結果として
、運動感受性パワースイッチング集積回路２２は、継続的にパワーが供給されるウェイク
アップ回路において使用されている従来のＭＥＭＳ加速度計と比較して顕著な利点を提供
している。対比として、ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃは運動に応答
してパワーの供給を開始させるので、本発明の運動感受性パワースイッチング集積回路２
２は例え非常に低い電流又は電圧であっても継続的にパワーが供給されることを必要とす
るものではない。本装置がオフであり且つ移動されない場合には、ＭＥＭＳ慣性検知スイ
ッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃも検知器３４もパワー即ち電力を消費するものではない。然
しながら、ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃのうちの少なくとも１つの
例え瞬間的な位置における変化であっても該電子装置を活性状態とさせることが可能であ
る。
【００２２】
　例示的に、本運動感受性パワースイッチング集積回路２２のＭＥＭＳ慣性検知スイッチ
３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃは互いに並列的に接続されている。運動感受性パワースイッチン
グ集積回路２２は、又、例示的に、３個からなる複数個のこのようなＭＥＭＳ慣性検知ス
イッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃを有している。この形態の利点は、各ＭＥＭＳ慣性検知ス
イッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃが物理的空間をスパンする３個の直交する軸（夫々、Ｘ，
Ｙ，Ｚ）のうちの１つに対応することが可能であり、従っていずれかの方向における電子
装置２０の移動が該装置へのパワーの供給を開始させることとなる。然しながら、当業者
によって容易に理解されるように、ユーザの特定の必要性に依存して、３個を超えるか又
は最小で１個のＭＥＭＳ慣性検知スイッチを使用するが可能である。
【００２３】
　該パワースイッチは、例示的に、入力２４と出力２８との間に直列接続されている夫々
の導通端子３８Ａ，３８Ｂを具備するトランジスタ３６を有している。該トランジスタは
、更に、ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃ及び検知器３４へ接続してい
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る制御端子４０を具備している。抵抗４１がトランジスタ３６の制御端子３８Ａと制御ゲ
ート４０との間に接続されている。当業者によって容易に理解されるように、本運動感受
性パワースイッチング集積回路２２は１つを超えるこのようなトランジスタを包含するこ
とが可能である。例えば、該１つ又はそれ以上のトランジスタは当業者によって容易に理
解されるようにＭＯＳトランジスタとすることが可能である。更に、運動感受性パワース
イッチング集積回路２２は、例示的に、外部接地ピン４２を包含しており、それはＭＥＭ
Ｓ慣性検知スイッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃ及び検知器３４へ接続している。
【００２４】
　図１に示したように、電子装置２０は、例示的に、半導体基板２３を有しており、その
上に、パワースイッチ３０と、ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃと、検
知器３４とが形成されている。負荷回路３０が、例示的に、別の基板３１上に設けられて
おり且つパワースイッチ３６の出力２８へ接続されている。当業者によって容易に理解さ
れるように、更に別の基板上に設けられた付加的な回路をパワースイッチ３６の出力２８
へ接続させることも可能である。
【００２５】
　別の実施例においては、図２に例示したように、電子装置２０′は基板２３′を有して
おり、その上に、パワースイッチ３６′と、ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ′，３２Ｂ
′，３２Ｃ′と、検知器３４′とが形成されている。然しながら、付加的に、負荷回路３
０′も例示的に同一の基板２３′上に設けられており且つその上に形成されているパワー
スイッチ３６′へ接続されている。
【００２６】
　図３に例示したように、電子装置２０″の更に別の実施例においては、検知器３４″は
、負荷回路３０″を包含する同一の基板３１″上に設けられている。この実施例において
は、外部ピン３５″はＰＯＲピンとしてではなく、回路ノード接続ピンとして作用する。
然しながら、ＰＯＲ信号は、この場合にも、ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ″，３２Ｂ
″，３２Ｃ″のうちの少なくとも１つがその運動に応答して閉じることに基づいて検知器
３４″によって発生される。そのＰＯＲ信号は、図示した如く、負荷回路３０″へ供給さ
れる。
【００２７】
　図４に示したように更に別の実施例においては、ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ″′
，３２Ｂ″′，３２Ｃ″′が２個の出力ピン４１″′，４３″′を具備する基板２３″′
上にパッケージ化されている。出力ピン４１″′，４３″′は、ＭＥＭＳ慣性検知スイッ
チ３２Ａ″′，３２Ｂ″′，３２Ｃ″′を、各々別の基板３１″′上に設けられているパ
ワースイッチ３６″′、検知器３４″′、負荷回路３０″′へ電気的に接続させている。
【００２８】
　運動感受性パワースイッチング集積回路２２を使用することが可能な電子装置の１例は
、図５に例示したような携帯可能なラップトップコンピュータ４４である。前述した説明
から容易に理解されるように、ラップトップコンピュータ４４の移動はＭＥＭＳ慣性検知
スイッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃのうちの１つをその通常開いた位置から閉じた位置へ移
動させ、その結果、検知器３４はパワースイッチ３６を動作させてパワーを入力２４から
出力２８へ供給し、従ってラップトップコンピュータの回路がターンオンする。運動感受
性パワースイッチング集積回路２２は、図示した如く、ラップトップコンピュータ４４の
下側ハウジング４６内に設けることが可能であり、又は、その代わりに、それは上側ハウ
ジング４８に設けることも可能であり、その場合には上側のハウジングが開かれた場合に
パワーが供給される。
【００２９】
　図６は運動感受性パワースイッチング集積回路２２を使用することが可能な電子装置の
別の例としてのモーバイル電話５０を例示している。この場合にも、運動感受性パワース
イッチング集積回路２２はモーバイル電話５０のハウジング５２内に設けることが可能で
あり、従ってモーバイル電話の移動はパワーを内部回路へ供給させることとなる。そうで
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ない場合には、モーバイル電話５０はオフ状態であり且つ移動されない場合には、パワー
はオフされたままである。
【００３０】
　運動感受性パワースイッチング集積回路２２を使用することが可能な電子装置の更に別
の例は図７に示したようなスマートカード５６である。運動感受性パワースイッチング集
積回路２２は、スマートカード５６の薄く平坦な基板５４内に納まるように充分に小型に
形成することが可能なものである。スマートカード５６が、例えば、所有者の家庭におけ
る机の引出し内において又は財布内において静止状態にある場合には、パワーが使用され
ることはない。然しながら、スマートカード５６が所有者によって使用されるべくピック
アップされる場合には、運動感受性パワースイッチング集積回路２２がスマートカード５
２の本体５４内の内部回路へのパワーの供給を開始させる。例えば、少なくとも時折所有
者によって必要とされない場合にしまって置かれる電子的ＩＤバッジ又はその他の個人的
な電子的品目において運動感受性パワースイッチング集積回路２２を使用することにより
同様の利点が得られる。
【００３１】
　当業者によって容易に理解されるように、その他のそのような電子装置のホストは、同
様に、運動感受性パワースイッチング集積回路２２を使用することから利点を得ることが
可能である。更に、当業者により容易に理解されるように、運動感受性パワースイッチン
グ集積回路２２は、例えば、既存の電子装置の回路と共に設けることが可能であり、従っ
てそれらの電力消費が改善される。
【００３２】
　本発明の別の側面はパワースイッチ３０の出力２８へ接続されている回路３０へ選択的
にパワーを供給する方法に関するものである。本方法は、ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２
Ａ，３２Ｂ，３２Ｃのうちの少なくとも１つがその運動に基づいて第一位置から第二位置
へ移動することを検知することに基づいて出力へパワーを供給するためにパワースイッチ
を動作させることを包含している。本方法を図８のフローチャート６０に例示してある。
【００３３】
　開始する場合に（ブロック６２）、ブロック６４においてパワーが供給されることはな
く、且つＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃのうちの少なくとも１つは通
常開いた位置にある（ブロック６６）。従って、検知器３４は、ＭＥＭＳ慣性検知スイッ
チ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃのうちの少なくとも１つが通常開いた位置から閉じた２番目の
位置へ移動するまで、パワーが供給されないままである。
【００３４】
　ブロック６８において、ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃのうちの少
なくとも１つがその通常開いた位置から閉じた位置へ移動すると、パワースイッチがブロ
ック７０においてラッチされる。ブロック７２において、ＭＥＭＳ慣性検知スイッチのう
ちの少なくとも１つが開いた位置から閉じた位置へ移動することに基づいてパワーオンリ
セット（ＰＯＲ）信号もオプションとして発生される。ユーザがブロック７４において装
置をシャットダウンするまで回路へパワーが継続して供給される。
【００３５】
　以上、本発明の具体的実施の態様について詳細に説明したが、本発明は、これら具体例
にのみ制限されるべきものではなく、本発明の技術的範囲を逸脱することなしに種々の変
形が可能であることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明に基づく運動感受性パワースイッチング集積回路を包含する電子装置の概
略図。
【図２】本発明に基づく運動感受性パワースイッチング集積回路を包含する電子装置の別
の実施例の概略図。
【図３】本発明に基づく運動感受性パワースイッチング集積回路を包含する電子装置の更
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【図４】本発明に基づく運動感受性パワースイッチング集積回路を包含する電子装置の更
に別の実施例の概略図。
【図５】図１の運動感受性パワースイッチング集積回路を包含する電子装置（即ち、携帯
可能なコンピュータ）の概略斜視図。
【図６】図１の運動感受性パワースイッチング集積回路を包含する別の電子装置（即ち、
モーバイル電話）の概略斜視図。
【図７】図１の運動感受性パワースイッチング集積回路を包含する更に別の電子装置（即
ち、スマートカード）の概略斜視図。
【図８】本発明に基づく運動に基づいてパワースイッチの出力へ接続されている回路へ選
択的にパワーを供給する方法を示したフローチャート。
【符号の説明】
【００３７】
　２０　電子装置
　２２　運動感受性パワースイッチング集積回路
　２４　入力
　２６　電源
　２８　出力
　３０　負荷回路
　３２　ＭＥＭＳ慣性検知スイッチ
　３４　検知器
　３６　ＭＯＳトランジスタ
　３８　導通端子
　４０　制御ゲート
　４２　外部接地ピン
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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